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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 45,621 0.6 1,966 43.2 1,832 104.6 1,907 15.2

2021年3月期第3四半期 45,354 △4.7 1,373 69.3 895 30.9 1,655 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,300百万円 （△9.4％） 2021年3月期第3四半期　　2,540百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 55.27 ―

2021年3月期第3四半期 47.97 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 46,829 13,148 28.1

2021年3月期 48,064 10,888 22.6

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 13,142百万円 2021年3月期 10,882百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 △2.5 1,900 9.0 1,500 17.7 1,600 △20.4 46.37

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 34,536,302 株 2021年3月期 34,536,302 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 29,661 株 2021年3月期 29,057 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 34,506,909 株 2021年3月期3Q 34,507,644 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提にもとづいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境につきましては、国内外で設備投資や生産

等の持ち直しの動きや新型コロナウイルス（COVID-19）のワクチン接種が進み、新規感染者が減少したことにより

人流も活発化して景気回復の傾向が見られはじめましたが、電子部品や樹脂部品の調達難や原材料価格の高騰、コ

ンテナ不足や港湾混雑など物流混乱が常態化し、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況のなか、当社グループは中期事業計画「R1」に掲げた目標の達成に向けて、現行ビジネスの安定

化と利益ある成長に向けた取り組みを推し進めております。新型コロナウイルス（COVID-19）への感染拡大防止策

を柔軟に実施しながら、リチウム電池生産ラインの増設をはじめとした需要増への対応や部品調達難・物流混乱下

でのお客様への確実な製品供給などに努めました。また、低温環境下での放電性能を向上させた車載アクセサリ市

場向けニッケル水素電池の量産出荷、自己放電率が低く長期保存が可能なスマートメータ・セキュリティ機器用途

向け高容量円筒形二酸化マンガンリチウム一次電池や交通インフラ市場向けニッケル水素バッテリーシステムを販

売開始するとともに、展示会へも出展しビジネス拡大に努めました。

当期の経営成績につきましては、電池事業の売上高はニッケル水素電池とリチウム電池、設備関連ビジネスが増

加したものの、アルカリ乾電池で前期に実施した海外製造子会社の株式譲渡による売上減により、事業全体として

減収となりました。電子事業の売上高はスイッチング電源やトナー、液晶ディスプレイ用途向け各種モジュールが

減少しましたが、モビリティ用途向け各種モジュールが増加したことにより、事業全体として増収となりました。

この結果、売上高は前年同期に比べ２億66百万円（0.6％）増加の456億21百万円となりました。

損益面につきましては、電池事業はニッケル水素電池とリチウム電池、設備関連ビジネスの売上増により増益と

なりました。電子事業は各種モジュールの売上増により、増益となりました。この結果、営業利益は前年同期に比

べ５億93百万円増加の19億66百万円、経常利益は前年同期に比べ９億37百万円増加の18億32百万円、親会社株主に

帰属する四半期純利益は関係会社清算益４億59百万円、関係会社株式売却益13百万円の特別利益を計上したことに

より、前年同期に比べ２億51百万円増加の19億７百万円となりました。なお、「収益認識に関する会計基準」（企

業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等の適用により、当第３四半期連結累計

期間の売上高は91百万円、営業利益は23百万円それぞれ減少し、経常利益は１百万円増加しております。

事業別の売上概況は以下のとおりです。

①電池事業

電池事業はニッケル水素電池とリチウム電池、設備関連ビジネスが増加したものの、アルカリ乾電池が減少し

たことにより、前年同期を下回りました。

製品別につきましては、ニッケル水素電池は、海外の市販用途および工業用途向けが堅調に推移したことによ

り、前年同期を上回りました。アルカリ乾電池は、前期に実施した海外製造子会社株式譲渡による売上減により、

前年同期を下回りました。リチウム電池は、国内外のセキュリティ・スマートメータ用途向けが堅調に推移した

ことにより、前年同期を上回りました。

この結果、当事業全体の売上高は、前年同期に比べ14億88百万円減少の323億63百万円となりました。なお、収

益認識会計基準等の適用により、当第３四半期連結累計期間の売上高は91百万円減少しております。

②電子事業

電子事業はスイッチング電源とトナーが減少したものの、モビリティ用途向けの各種モジュールが増加したこ

とにより、前年同期を上回りました。

製品別につきましては、スイッチング電源は、半導体装置用途向けの需要が堅調なものの、部品調達難による

納期延伸などにより、前年同期を下回りました。トナーは、在庫調整やテレワーク推奨による印刷減少などによ

り、前年同期を下回りました。各種モジュールは、液晶ディスプレイ用途向けで減少しましたが、モビリティ用

途向けで増加したことにより、前年同期を上回りました。

この結果、当事業全体の売上高は、前年同期に比べ17億55百万円増加の132億58百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度に比べ12億35百万円（△2.6％）減の468億29百万円とな

りました。流動資産は前連結会計年度に比べ12億16百万円（△3.8％）減の311億27百万円、固定資産は前連結会計

年度に比べ18百万円（△0.1％）減の157億１百万円となりました。流動資産減少の主な要因は、受取手形、売掛金

及び契約資産（前連結会計年度は受取手形及び売掛金）が４億35百万円、商品及び製品が８億96百万円、仕掛品が

４億20百万円、原材料及び貯蔵品が10億48百万円それぞれ増加しましたが、現金及び預金が39億３百万円減少した

ことによるものです。

当第３四半期連結会計期間の負債合計は、前連結会計年度に比べ34億95百万円（△9.4％）減の336億80百万円と

なりました。流動負債は前連結会計年度に比べ30億63百万円（△9.1％）減の307億15百万円、固定負債は前連結会

計年度に比べ４億32百万円（△12.7％）減の29億64百万円となりました。流動負債減少の主な要因は、支払手形及

び買掛金が11億３百万円、電子記録債務が７億99百万円それぞれ増加しましたが、短期借入金が27億10百万円、未

払金が13億28百万円それぞれ減少したことによるものです。

なお、有利子負債残高は、前連結会計年度に比べ27億62百万円減の123億57百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間の純資産合計は、前連結会計年度に比べ22億60百万円(20.8％）増の131億48百万円と

なりました。純資産増加の主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が19億円増

加したことによるものです。

収益認識会計基準等の適用により、利益剰余金の期首残高が６百万円減少したこと等により純資産が減少してお

ります。

② キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、棚卸資産の増加や未払費用の減少などによ

る現金及び現金同等物（以下「資金」という）の減少はありましたが、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の

計上、仕入債務の増加などにより20億26百万円の資金増加（前第３四半期連結累計期間は10億42百万円の資金増

加）となりました。

当第３四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出などにより

33億36百万円の資金減少（前第３四半期連結累計期間は３億42百万円の資金増加）となりました。

当第３四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少などにより27億63百万円

の資金減少（前第３四半期連結累計期間は31億59百万円の資金減少）となりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間末の資金残高は期首残高より39億３百万円減少し、30億98百万円とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想は、2021年４月27日発表の公表値を据え置いております。

当第３四半期連結累計期間の業績は、期初想定よりも堅調に推移しております。

第４四半期連結会計期間も堅調に推移するものと見込んでおりますが、部品調達難や原材料価格の高騰、物流混

乱影響は当面続く見通しであり、オミクロン株の出現が経済活動に及ぼす影響も不透明な状況です。このような状

況が当社グループの今後の業績に及ぼす影響を精査中であることから、現時点において通期連結業績予想の修正は

行なわない判断といたしました。

なお、今後、市場の動向など各種情報の収集に努め、業績予想に変更が生じた場合には速やかに公表いたしま

す。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,001 3,098

受取手形及び売掛金 15,986 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 16,422

商品及び製品 2,786 3,682

仕掛品 2,109 2,530

原材料及び貯蔵品 3,169 4,218

その他 1,323 1,211

貸倒引当金 △33 △35

流動資産合計 32,344 31,127

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,675 5,508

機械装置及び運搬具（純額） 4,632 5,738

工具、器具及び備品（純額） 852 823

土地 2,185 2,194

リース資産（純額） 233 175

建設仮勘定 1,198 286

有形固定資産合計 14,776 14,727

無形固定資産 434 515

投資その他の資産

投資有価証券 219 197

繰延税金資産 38 31

その他 251 228

投資その他の資産合計 509 458

固定資産合計 15,719 15,701

資産合計 48,064 46,829
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,739 9,843

電子記録債務 3,987 4,787

短期借入金 14,900 12,190

リース債務 69 67

未払金 3,038 1,710

未払法人税等 313 306

その他 2,729 1,812

流動負債合計 33,779 30,715

固定負債

リース債務 150 100

繰延税金負債 349 270

退職給付に係る負債 2,603 2,311

長期未払金 192 175

その他 100 106

固定負債合計 3,396 2,964

負債合計 37,175 33,680

純資産の部

株主資本

資本金 31,709 31,709

資本剰余金 26,257 26,225

利益剰余金 △46,166 △44,266

自己株式 △49 △50

株主資本合計 11,750 13,617

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 38 41

為替換算調整勘定 885 1,081

退職給付に係る調整累計額 △1,792 △1,598

その他の包括利益累計額合計 △868 △475

非支配株主持分 5 5

純資産合計 10,888 13,148

負債純資産合計 48,064 46,829
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 45,354 45,621

売上原価 36,808 36,579

売上総利益 8,545 9,041

販売費及び一般管理費 7,171 7,074

営業利益 1,373 1,966

営業外収益

受取利息 25 7

受取配当金 3 3

補助金収入 18 37

固定資産売却益 64 1

受取賃貸料 15 8

その他 49 65

営業外収益合計 176 124

営業外費用

支払利息 96 75

為替差損 485 133

固定資産除却損 28 40

その他 44 9

営業外費用合計 654 258

経常利益 895 1,832

特別利益

関係会社清算益 - 459

関係会社株式売却益 968 13

特別利益合計 968 472

特別損失

減損損失 15 -

特別損失合計 15 -

税金等調整前四半期純利益 1,849 2,305

法人税、住民税及び事業税 215 337

法人税等調整額 △22 60

法人税等合計 193 398

四半期純利益 1,655 1,907

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,655 1,907
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 1,655 1,907

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 31 2

為替換算調整勘定 571 196

退職給付に係る調整額 281 194

その他の包括利益合計 884 393

四半期包括利益 2,540 2,300

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,539 2,300

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,849 2,305

減価償却費 1,466 1,768

減損損失 15 -

関係会社株式売却損益（△は益） △968 △13

関係会社清算損益（△は益） - △459

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △329 △292

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 1

受取利息及び受取配当金 △28 △11

支払利息 96 75

為替差損益（△は益） 2 △0

有形固定資産売却損益（△は益） △64 △1

固定資産除却損 28 40

補助金収入 △18 △37

売上債権の増減額（△は増加） 20 △39

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,650 △2,198

仕入債務の増減額（△は減少） 909 1,541

未払費用の増減額（△は減少） △482 △769

その他 492 376

小計 1,344 2,287

利息及び配当金の受取額 28 11

補助金の受取額 18 37

利息の支払額 △100 △77

法人税等の支払額 △248 △232

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,042 2,026

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,354 △3,263

有形固定資産の売却による収入 114 2

無形固定資産の取得による支出 △15 △116

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

関係会社株式の売却による収入 1,600 43

その他 0 2

投資活動によるキャッシュ・フロー 342 △3,336

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,000 △2,710

自己株式の取得による支出 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △158 △52

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,159 △2,763

現金及び現金同等物に係る換算差額 73 170

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,701 △3,903

現金及び現金同等物の期首残高 9,063 7,001

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,362 3,098
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、一部の輸出取引において、従来は船積時に収益を認識しておりましたが、着荷および検収時に収

益を認識する方法に変更しております。また、売上規模に応じて価格補填する費用等、事後的な売上変動に該当

する費用について、従来は販売費もしくは営業外費用として計上していましたが、変動対価を見積り売上高から

控除する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が91百万円減少、売上原価が１百万円増加、販売費及び一般管

理費が69百万円減少し、営業利益は23百万円減少しました。さらに、営業外費用が25百万円減少し、経常利益お

よび税金等調整前四半期純利益はそれぞれ１百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は６百万

円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行なっておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る

顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

電池事業 電子事業

売上高

外部顧客への売上高 33,851 11,503 45,354 ― 45,354

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 33,851 11,503 45,354 ― 45,354

セグメント利益 1,271 101 1,373 ― 1,373

(注) セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)
(単位：百万円)

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

電池事業 電子事業

減損損失 ― 15 15 ― 15

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額

電池事業 電子事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 32,363 13,258 45,621 ― 45,621

その他の収益 ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 32,363 13,258 45,621 ― 45,621

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 32,363 13,258 45,621 ― 45,621

セグメント利益 1,387 579 1,966 ― 1,966

(注) セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関

する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の電池事業の売上高が91百万円減少、セグメン

ト利益が23百万円減少しております。

　




